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https://drive.google.com/file/d/1A2Kz0VEL8ds-3cziFS8ypVE4UaoURhel/view?usp=sharing 

 

https://j0umvac0.blog.ss-blog.jp/2010-02-20 

＜将棋＞王将戦第４局 羽生、突然の開戦（毎日新聞） 

 松江市のホテル一畑で１７日に始まった羽生善治王将（３９）と挑戦者・久保利明棋王（３４）の第５９期王

将戦七番勝負の第４局（毎日新聞社、スポーツニッポン新聞社主催、山陰中央新報社など後援、小松電機産業、

人間自然科学研究所特別協賛）は午後６時、久保が４２手目を封じて１日目を終えた。持ち時間各８時間のうち、

消費は羽生３時間３０分、久保４時間９分。１８日午前９時、再開する。 

 挑戦者の２勝１敗で迎えた本局は、久保の「ゴキゲン中飛車」に対して羽生が角を換え、持久戦模様の将棋に

なった。ところが、意外な展開を見せる。 

 久保が左の銀を引くと、羽生は２筋の歩を換えた。本格的な戦いはまだ先かと思われたが、羽生は８五歩（３

９手目）と仕掛け、控室の検討陣を驚かせる。続く６五銀に対し、久保はじっくり考えて封じ手を決めた。 

 解説の安用寺孝功六段は「羽生王将の構想と久保棋王の対応が注目されます」と語った。【山村英樹】 

 

https://n3za8omd.exblog.jp/10010442/ 

＜将棋＞王将戦第４局開幕 先手の羽生が角道を開ける（毎日新聞）   2010 年 02月 20日 

 羽生善治王将（３９）に久保利明棋王（３４）が挑む第５９期王将戦七番勝負の第４局（毎日新聞社、スポー

ツニッポン新聞社主催、山陰中央新報社など後援、小松電機産業、人間自然科学研究所特別協賛）が１７日、松

江市のホテル一畑で始まった。 

 午前８時４８分、宍道湖を望む対局場に久保が姿を見せ、４分後に羽生が入室。午前９時、立会の井上慶太八

段が「定刻になりましたのでよろしくお願いします」と告げると、先手番の羽生が７六歩と角道を開け、熱戦の

火ぶたを切った。【澤木政輝】 

(第 59期 王将戦ポスター) 

韓国や中国の将棋の実演コーナー 写真記録 

https://drive.google.com/file/d/1Z7wwR5Sut2eZUff4AP_idArn4m3Uty-w/view?usp=sharing 
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https://j269hybs.exblog.jp/9995250/ 

将棋 １７日から王将戦・第４局（毎日新聞） 

 羽生善治王将（３９）に久保利明棋王（３４）が挑む第５９期王将戦七番勝負の第４局（毎日新聞社、スポー

ツニッポン新聞社主催、山陰中央新報社など後援、小松電機産業、人間自然科学研究所特別協賛）は１７、１８

の両日、松江市のホテル一畑で行われる。２勝１敗とリードしている久保が初の王将位に迫るか、６連覇を目指

す羽生が追いつくか。 

 第１局は、久保が三間飛車で快勝。第２局は、羽生が久保の中飛車を打ち破った。第３局は、久保が相振り飛

車の戦いを制した。 

 ここまでは、いずれも先手番が勝っている。 

 第４局は羽生の先手番で、持ち時間は各８時間。立会は井上慶太八段、解説は安用寺孝功六段、記録は折田翔

吾二段。【山村英樹】 

 

 

 

 

(20220318 当時、https://www.city.matsue.shimane.jp/cgi-bin/rus/nikki/view.cgi?v=3&kjc=399 松江市様の 

HP より転載させていただきましたが、20241116 に確認させていただきましたらリンクできない状況です。) 
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【写真】「第 59 期王将戦七番勝負第 4 局」対局記念揮毫（於 ホテル一畑）《松江市》 – いちごいちえ（さぶろぐ） 

https://sublog.151en.com/hobby/sightseeing/6338/      2021 年 9月 14日  

 

【写真】「第 59期王将戦七番勝負第 4局」対局記念揮毫（於 ホテル一畑）《松江市》 

羽生善治と久保利明の両名による「第 59期王将戦 7番勝負第 4局」対局記念の揮毫 

著名人の書影を目の当たりにできることの幸福感。 

 

目次 

1. 概要 2. 滅多に見ることのできない「封じ手」も 3. 私見 4. 【余談】対局結果などについて 

概要 第 59期王将戦七番勝負・挑戦者決定リーグ戦（日本将棋連盟） 

第 59 期（平成 21年度）王将戦七番勝負の第 4局は、羽生善治王将 1) と久保利明棋王（称号はいずれも対局当

時）との組合せにより、松江市の宿泊施設「ホテル一畑」において指されています。 

その対局を記念した揮毫も、冒頭の写真の通りに制作されております。対局からすでに 10 年以上が経過してお

りますが、約半年にわたる改装休業を挟んでからも、ホテル館内にて大切に展示されています。撮影当時（改装

前）は 1 階のロビーラウンジ付近にありましたが、現在は 2階の連絡通路の入口（宴会場側）すぐそばにありま

す。 

 

滅多に見ることのできない「封じ手」も 

 

「第 59期王将戦 7番勝負第 4局」封じ手（後手番、42 手目） 

https://sublog.151en.com/hobby/sightseeing/6338/
https://sublog.151en.com/hobby/sightseeing/6338/
https://sublog.151en.com/hobby/sightseeing/6338/


将棋ファンの皆さんならご存じの通り、王将戦七番勝負は 2 日制の対局なので、封じ手も行われています。この

ときの書面も、上の写真の通り、きちんと同封されているんですね。 

「封じ手」と言うと、将棋の対局を熱心に見ているのでもない限り、ほとんど目にすることもなければ聞くこと

すらない代物と思います。この書面を間近で見られるというのも、滅多にない機会ではないでしょうか。特に将

棋ファンの方々にとっては是非とも目に留めたい一枚ではありますね。 

ただし場所が場所なので、近隣の宴会場が使用されている場合は特に、長居はしない方が賢明かと思います。 

 

私見 

 

現在の「ホテル一畑」石看板（裏口に設置されているもの） 

 

将棋の対局（それもタイトルを懸けた 1 局）は近辺ではなかなか行われな

いであろう、とホテル一畑側が受け止めたことは想像に難くありません（お

そらく地元の将棋ファンの要望もあったことでしょうが）。それも、まだま

だ凄まじい活躍を見せていた羽生善治氏の来訪ということもあり、将棋フ

ァンならずとも、対局当時の盛り上がりは凄かったことと思われます。 

そのため、このような機会を貴重なものとして、現在も保管してくださっているのでしょう。今も綺麗な状態で

見ることができますので、相当な手入れがなされていることが伺えます。 

いずれにせよ、当時の記録を今でも目の当たりにできるのは、ホテル一畑のありがたいご配慮の賜物と言えます。

私としても、大変頭の下がる思いです。 

【余談】対局結果などについて 

当該の対局自体は久保棋王が 74 手をもって制しております。また、この七番勝負自体も、久保棋王が 4 対 2 で

羽生王将を下しており、羽生善治氏は王将位を失うこととなりました。 

脚注 

↑1 対局当時は 4冠で、「名人」「棋聖」「王座」のタイトルも保持していました。 

 

 

https://www.shogi.or.jp/match/oushou/59/index.html 

第 59 期王将戦七番勝負・挑戦者決定リーグ戦 (shogi.or.jp) 
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大塚国際美術館 王将戦 記録掲示写真 (撮影 小松社長) 

 
        第 59期王将戦 第一局      第 60 期王将戦 第一局 



 

 



 


